
大
阪
府
立
東
百
舌
鳥
高
等
学
校
校
長
　
石
田
利
生

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究
指
定
校
事
業

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
研
究
成
果

シリーズ
学校最前線

教育 PRO
（第3種郵便物承認）令和 2年 3月 17日

教育 PRO
（第 3種郵便物承認）令和 2年 3月 17日

3233

校内ポスター発表（R2.2.3）国研・研究協議会（R2.2.5）

校内ポスター発表（R2.2.3）

国研・研究協議会（R2.2.5）

2
関
連
単
元
配
列
表
の
活
用
と
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
育
成
を
め
ざ
す
資
質

・
能
力
で
整
理
し
た
「
関
連
単
元
配

列
表
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
作

業
を
通
じ
て
総
合
的
な
探
究
の
時
間

と
各
教
科
・
科
目
等
で
育
成
さ
れ
る

資
質
・
能
力
の
関
連
性
を
、
教
育
課

程
の
な
か
で
俯
瞰
的
に
捉
え
、
新
教

育
課
程
に
基
づ
い
た
、
組
織
的
か
つ

計
画
的
な
教
育
活
動
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

関
連
単
元
配
列
表
作
成
の
過
程
で
、

教
員
に
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
、
ア
ド
ミ
ッ

は
じ
め
に

　

大
阪
府
立
東
百
舌
鳥
高
等
学
校
は
、

国
立
教
育
政
策
研
究
所
（
以
下
、
国

研
）「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
教

育
課
程
研
究
指
定
校
事
業
で
「
学
び

に
向
か
う
探
究
学
習
の
研
究
・
開
発

及
び
評
価
」
を
研
究
主
題
に
、
二
年

間
の
研
究
を
行
い
、
そ
の
取
組
の
成

果
を
こ
こ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

研
究
主
題
の
設
定
に
つ
い
て

　

本
校
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ツ
ー
ル
と

し
た
「
授
業
改
善
」
に
取
組
み
、「
授

業
の
め
あ
て
、
生
徒
の
活
動
場
面
、

ふ
り
か
え
り
」を
取
入
れ
た
授
業「
東

百
舌
鳥
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
」
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、「
建
設
的
相
互
作
用
を

通
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
考
え
を
深
め
る
」
協
調
学
習
の
取

組
み
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

二
〇
三
〇
年
の
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
社
会
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
再
定
義
し
、

そ
の
育
成
に
つ
な
が
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
教
授
法
、
学
習
評
価
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
高
校

で
の
学
び
を
今
一
度
、
捉
え
な
お
そ

う
と
言
う
問
題
意
識
か
ら
、
私
た
ち

は
「
学
び
に
向
か
う
探
究
学
習
」
の

推
進
を
考
え
ま
し
た
。

一
年
目
の
主
な
取
組
み
に
つ
い
て

　

十
一
月
の
探
究
学
習
「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
時
、
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ん

が
困
り
そ
う
な
こ
と
を
解
決
し
よ

う
」
で
は
、
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
関

連
す
る
様
々
な
問
題
の
な
か
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
で
解
決
す
る
も
の
を
選
び

ま
し
た
。「
問
題
提
起
・
問
題
展
開

・
解
決
提
案
・
ま
と
め
」
の
四
観
点

を
軸
と
し
た
探
究
を
進
め
、「
自
分

た
ち
に
で
き
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト
・
問

題
解
決
の
糸
口
」
に
つ
い
て
の
提
案

・
提
言
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

形
成
的
評
価
「
東
百
舌
鳥
Ｓ
ｔ
ｙ

ｌ
ｅ
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
は
、
十
一
月
の
探
究
学
習
の

前
後
で
、「
自
分
は
人
の
た
め
に
役

立
つ
こ
と
が
で
き
る
人
間
だ
と
思

う
」
の
肯
定
的
評
価
が
十
ポ
イ
ン
ト

上
が
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
協
働

し
て
「
探
究
学
習
」
に
取
組
む
こ
と

で
、「
自
己
有
用
感
」「
主
体
性
」
が

高
ま
る
と
言
う
新
た
な
仮
説
が
設
定

で
き
ま
し
た
。

二
年
目
の
主
な
取
組
み
に
つ
い
て

　

一
年
目
の
成
果
と
課
題
を
ふ
ま
え
、

次
の
三
つ
を
研
究
内
容
と
し
ま
し
た
。

1
「
探
究
学
習
」
で
は
、
探
究
の
対

象
が
、
地
域
（
堺
）
→
日
本
（
北
海

道
）
→
世
界
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
よ
う

に
広
が
る
よ
う
に
設
定
す
る
と
と
も

に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
己
の
在

り
方
生
き
方
や
学
ぶ
意
味
を
考
え
な

が
ら
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
を
重
視

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
協
働
し
て
探

究
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
ピ
ア
・
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
育
み
な
が
ら
、
各

教
科
・
科
目
等
で
身
に
付
け
た
資
質

・
能
力
等
を
発
揮
し
、
理
解
の
質
を

高
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

(1)
さ
か
い
探
究
学
習
「
堺
市
に
提

案
！
」
で
は
、
地
元
堺
市
の
抱
え
る

問
題
点
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
興
味
・

関
心
の
あ
る
課
題
を
見
付
け
、
そ
の

解
決
に
向
け
た
自
分
た
ち
な
り
の
ア

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
三
つ
の
ポ
リ
シ

ー
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
の
作
成
、
学
習

効
果
の
最
大
化
を
図
る
新
教
育
課
程

編
成
へ
と
取
組
が
進
み
ま
し
た
。

3
形
成
的
評
価
法
の
研
究
・
開
発

で
は
、「
東
百
舌
鳥
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ

り
「
生
徒
の
変
容
」
の
分
析
を
行
い

ま
し
た
。
一
年
目
に
引
き
続
き
、
協

働
し
て
「
探
究
学
習
」
に
取
り
組
む

こ
と
で
「
自
己
有
用
感
」
と
「
主
体

性
」
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

国
研
・
研
究
協
議
会
を
受
け
て

　

令
和
二
月
五
日
の
文
部
科
学
省
で

の
国
研
・
研
究
協
議
会
で
は
、
後
期

中
等
教
育
学
校
の
関
係
者
約
百
名
が

参
加
さ
れ
、
研
究
発
表
の
後
、
四
名

一
組
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
実
践
報

告
の
内
容
を
中
心
に
各
校
の
実
情
も

踏
ま
え
て
、
Ｋ
Ｊ
法
を
用
い
て
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
取
組
み
の

成
果
と
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で
、
グ

ル
ー
プ
で
協
議
し
た
内
容
を
模
造
紙

で
示
し
な
が
ら
全
体
で
共
有
し
ま
し

た
。
研
究
協
議
で
は
、
探
究
学
習
に

お
け
る
「
仮
説
」
の
設
定
の
仕
方
や

関
連
単
元
配
列
表
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
闊
達
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
引

き
続
き
、
研
究
開
発
・
実
践
を
進
め
、

そ
の
成
果
の
公
表
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
ー
チ
を
考
察
し
ま
し
た
。

(2)
北
海
道
探
究
学
習
「
北
海
道
の
農

村
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
迫
る 

～
北
海

道
の
農
村
へ
の
提
案
！
」
で
は
、
修

学
旅
行
で
訪
れ
る
北
海
道
の
抱
え
る

問
題
点
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
、
興
味

・
関
心
の
あ
る
課
題
を
見
付
け
、
そ

の
解
決
策
を
よ
り
深
く
探
究
し
、
北

海
道
の
農
村
へ
の
提
案
と
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。
修
学
旅
行
第
一
日
目
と

二
日
目
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
（
民

泊
）
で
は
、自
分
た
ち
が
立
て
た
「
仮

説
」
の
根
拠
と
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を

得
る
た
め
に
、
取
材
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
提
案
内
容
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

(3)
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
究
学
習 

「
ピ
ア
・
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
も
ち
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
取
り
組
む
探
究
学
習
！
」
で
は
、

専
門
コ
ー
ス
に
関
連
さ
せ
た
「
関
心

領
域
」
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
自
ら
の
課

題
と
し
て
捉
え
、 

自
己
の
在
り
方
生

き
方
を
考
え
な
が
ら
他
者
と
協
働
し
、

そ
の
解
決
に
向
け
た
自
分
た
ち
な
り

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
察
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
専
門
コ
ー
ス
で
学
ぶ
教
科

・
科
目
の
専
門
性
を
活
か
し
、
探
究

の
質
を
高
め
る
こ
と
に
留
意
し
ま
し

た
。


